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落橋防止構造

緩衝チェーン(G1,G4)

落橋防止構造
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水平力分担構造
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工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

補強一般図

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号
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正面図

平面図

側面図

1
69 1
72

1
72

1
69

975 3x2250=6750 975

8700

G1 G2 G3 G4

G1 G2 G3 G4

G2,G3

Z1

Z2

ZP

Z3

47.531

47.530

45.804

45.754

G2 G3

47.531

47.530

45.804

45.754

1
3

1
20

0

1
20

0
10

1
20

0
10

1
20

0
13

1535 250 250 1120 250 250 1120 1535

8700

630 630 250 630 250

緩衝ピン　φ65

      4)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      5)特記なきスカーラップは全てR35とすること。

      6)指示なき溶接は完全溶け込み溶接とする。

      7)鋼製架台の表面処理は、溶融亜鉛めっき（JIS H 8641）とする。

        取付金具類の膜厚はHDZT77とする。

        アンカーボルト類の膜厚はHDZT49とする。

        緩衝ピン類は、※印の部材に溶融亜鉛めっきを施すものとし、膜厚はHDZT49とする。

小古曽橋　A1橋台　配置図 S=1:30
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工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

A1橋台　配置図
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小古曽橋　A1橋台　水平力分担構造図（その1） S=1:10

G1(G2側)・G2(G1･G3側)・G3(G2･G4側)・G4(G3側)

 1-Top  PL   685×36×1418 (SM490B)(Net:44%)

 1基あたり(製作数：6)

上部工取付金具詳細図

主桁補強材詳細図

G1(G2側)・G4(G3側) G2(G1側)・G3(G4側) G2(G3側)・G3(G2側)

 1基あたり(製作数：2)

   1-Spl  PL   170  ×22× 790 (SM400A)

   2-Base PL   200  ×28× 250 (SM400A)

   2-Rib  PL   142.5×22× 280 (SM400A)

   8-TCB  M22×  80L           (S10T)(2W)

  16-TCB  M22× 115L           (S10T)

 1基あたり(製作数：2)

   1-Spl  PL   170  ×22× 790 (SM400A)

   2-Base PL   200  ×28× 250 (SM400A)

   2-Rib  PL   157.5×22× 280 (SM400A)

   4-TCB  M22× 105L           (S10T)(2W)

  16-TCB  M22× 115L           (S10T)

 1基あたり(製作数：2)

   1-Spl  PL   170  ×22× 790 (SM400A)

   2-Base PL   200  ×28× 250 (SM400A)

   2-Rib  PL   157.5×22× 280 (SM400A)

   4-TCB  M22× 105L           (S10T)(2W)

  16-TCB  M22× 115L           (S10T)
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      4)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      5)特記なきスカーラップは全てR35とすること。

      6)指示なき溶接は完全溶け込み溶接とする。

13 13 13

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

A1橋台　水平力分担構造図(その１)
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小古曽橋　A1橋台　水平力分担構造図（その2） S=1:10

添接板詳細図

フィラープレート詳細図

TYPE-1 TYPE-1 TYPE-1

TYPE-2 TYPE-2 TYPE-2

 1基あたり(製作数：2)

   1-Fill  PL    80×12× 360 (SS400)

 1基あたり(製作数：6)

   1-Spl  PL   170×22× 790 (SS400)

 1基あたり(製作数：2)

   1-Fill  PL    80×12× 360 (SS400)

 1基あたり(製作数：2)

   1-Fill  PL    80×13× 790 (SS400)

 1基あたり(製作数：2)

   1-Fill  PL    80×13× 360 (SS400)

 1基あたり(製作数：2)

   1-Fill  PL    80×13× 360 (SS400)

 1基あたり(製作数：2)

   1-Fill  PL    80×12× 790 (SS400)

 1基あたり(製作数：2)

   1-Fill  PL    80×13× 790 (SS400)

 1基あたり(製作数：2)

   1-Fill  PL    80×13× 790 (SS400)
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工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号
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A1橋台　水平力分担構造図(その２)
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小古曽橋　A1橋台　水平力分担構造図（その3） S=1:10
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鋼製架台詳細図 台座調整モルタル詳細図

 1基あたり(製作数：6)

   1-Base PL   230× 22× 350 (SM490A)

   1-     PL   110×100× 110 (SM490C)

   4-アンカーボルト D25×500L (SD345)

   4-ナット(1種)  M24         (SS400)

   4-ナット(3種)  M24         (SS400)

   4-ワッシャー   M24         (SS400)

5
0

5
0

1
3
0

2
3
0

50 250

120

50

350

110 120

4-φ28孔

60
60

1
1
0

M64

めねじ加工

2
2
78

10
0

6
10

60°

3
3
0

50

450

350 50

50
50

2
3
0

t

1-ナット(3種) M24(SS400)

1-アンカーボルト D25(M24)×500L(SD345)

1-ワッシャー　M24(SS400)1-ナット(1種) M24(SS400)

375

500

125

D
2
5

M24

36 19 36 14 4.5φ26

φ44

アンカーボルト詳細図

φ35

D25

削
孔

長
3
8
5

1
0

37
5

12
5

5
00

台座調整モルタル

エポキシ樹脂注入

アンカーボルトD25×500L

(M24ネジ切り L=125)

アンカーボルト取付詳細図

緩衝ピン詳細図

※　1-緩衝ピン　φ65×240L(S45CN)

緩衝機能層外面保護層

（ ゴ ム ） 繊維の引張強度:156.7N/mm

繊維枚数:11枚
内部鋼板

M64 M64

67

55

240

109

52 121

60

φ
6
5

φ
10

0

20

φ10

 1基あたり(製作数：6)
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スペーサー φ180(φ101)×30t(ゴム)

ワッシャー φ180(φ68)×16t(SS400)

ナット(一種) M64 (SS400)

割りピン φ10×100L(SUS304)

緩衝ピン  φ65×240L(S45CN)

緩衝ピン取付詳細図
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      4)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      5)特記なきスカーラップは全てR35とすること。

      6)指示なき溶接は完全溶け込み溶接とする。

      7)鋼製架台の表面処理は、溶融亜鉛めっき（JIS H 8641）とする。

        取付金具類の膜厚はHDZT77とする。

        アンカーボルト類の膜厚はHDZT49とする。

        緩衝ピン類は、※印の部材に溶融亜鉛めっきを施すものとし、膜厚はHDZT49とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

A1橋台　水平力分担構造図(その３)
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 2 - Ring  PL  260 x 22 x 260

 4 - Rib   PL   88 x 22 x 140

 8 - TCB 　　　M22 x 115(S10T:+1W)

 6 - TCB 　　　M22 x 95(S10T:+1W)
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 1 - Fill  PL   80 x 12 x 240(SS400)
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 4 - Rib   PL  150 x 22 x 218
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(M33ネジ切り L=110)

3種ナット(M33用)

1種ナット(M33用)

ネジ切り長
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52 28

※アンカーボルトの溶融亜鉛メッキはネジ切り長以上に施すものとする。

アンカーボルト詳細 S=1:5
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支点側 支間側

注記

1.工場製作は現地実測の上、製作を行うこと。

2.特記なき材質はSM400Aを示す。

3.溶接記号「F.P」は完全溶け込み開先溶接を示す。

4.下部工ブラケット及びアンカーのネジ部は

  溶融亜鉛メッキ処理のこと。

  鋼材：HDZ55

  アンカーネジ部ナット、ワッシャー：HDZ35

5.上部工ブラケット及び主桁補強材の塗装仕様は

  C-5(F-11)塗装系とする。
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１基当り　（1支承線当たり全2基）

 2 - Base  PL  160 x 22 x 210

 2 - Flg   PL   85 x 22 x 295

 2 - Rib   PL   80 x 22 x 193

 4 - TCB 　　　M22 x  90(S10T)

 4 - TCB 　　　M22 x  90(S10T)

 2 - Rib   PL   80 x 22 x 193

 2 - Flg   PL   85 x 22 x 210

 2 - Base  PL  160 x 22 x 210

tweb=9mm

R3
5

A1

G4

G3

G2

G1

配置図 S=1:200

F 落橋防止(緩衝チェーン)5型

S=1:15

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

A1橋台　落橋防止構造図
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正面図

平面図
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A1側

正面図
1
00

0
60

0

975 3x2250=6750 975

8700

G1 G2 G3 G4

▽46.5083 ▽46.5083

A2側

1
00

0
1
00

0

4
00

45
0

P1

A2
側

A1
側

G1 G2 G3 G4

3225 2250 3225

2345 410 2345

2405 145 145 705 145
145

2405

8700

1210 960 145
145145145

2
00

0

8700

2460 350 830 350 720 350 830 350 2460

10-φ24.5孔

現場孔明

12-φ26.5孔

現場孔明

410 1090 410 440 410 840

8700

緩衝ピン　φ105

      4)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      5)特記なきスカーラップは全てR35とすること。

      6)指示なき溶接は完全溶け込み溶接とする。

      7)鋼製架台・下部工ブラケットの表面処理は、溶融亜鉛めっき（JIS H 8641）とする。

        取付金具類の膜厚はHDZT77とする。

        アンカーボルト類の膜厚はHDZT49とする。

        緩衝ピン類は、※印の部材に溶融亜鉛めっきを施すものとし、膜厚はHDZT49とする。

小古曽橋　P1橋脚　配置図（その1） S=1:30
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      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

P1橋脚　配置図(その1)
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アンカーボルト　D25
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      4)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      5)特記なきスカーラップは全てR35とすること。

      6)指示なき溶接は完全溶け込み溶接とする。

      7)鋼製架台・下部工ブラケットの表面処理は、溶融亜鉛めっき（JIS H 8641）とする。

        取付金具類の膜厚はHDZT77とする。

        アンカーボルト類の膜厚はHDZT49とする。

        緩衝ピン類は、※印の部材に溶融亜鉛めっきを施すものとし、膜厚はHDZT49とする。

小古曽橋　P1橋脚　配置図（その2） S=1:30
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側面図

24
0

9
6
0 12
0
0

4x1088=4350

300

26100

24
0

9
6
01
2
00

4x1088=4350

300

26100

G1,G4

P1

A2側A1側

0.10%

0.10%

0.10%

0.10%

▽46.5083

▽47.4583

▽47.1583

750 750

▽46.5083

▽47.4607

▽47.1607

9
5
0

6
50

3
00

65
2.

5
3
00

95
2
.5

50

落橋防止ケーブル 422kN

側面図

A1 P1 A2

G4

G3

G2

G1

配置図 S=1:200

53550

50 26700 50 26700 50

300 6x4350=26100 300 300 6x4350=26100 300

6
0
0

75
0
0

60
0

97
5

3x
22

5
0=

6
75

0
9
7
5

M F M F

87
0
0
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落橋防止ケーブル 422kN

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

P1橋脚　配置図(その２)
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小古曽橋　P1橋脚(A1側)　水平力分担構造図（その1） S=1:10

上部工取付金具詳細図

G2(G1側)・G3(G4側) G3(G2側)

G2(G3側)
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 1-Top  PL   745×55×1828 (SM490C)(Net:52%)

 1基あたり(製作数：2)

 1-Top  PL   895×55×1828 (SM490C)(Net:50%)

 1基あたり(製作数：1)

 1-Top  PL   645×55×1828 (SM490C)(Net:54%)

 1基あたり(製作数：1)

      4)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      5)特記なきスカーラップは全てR35とすること。

      6)指示なき溶接は完全溶け込み溶接とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

P1橋脚(A1側) 水平力分担構造図(その１)
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小古曽橋　P1橋脚(A1側)　水平力分担構造図（その2） S=1:10

主桁補強材詳細図
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G3(G2側) G3(G4側)

添接板詳細図
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 1基あたり(製作数：4)

   1-Spl  PL   210×28×1230 (SS400)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Spl  PL   210  ×28×1230 (SM490B)

   2-Base PL   200  ×28× 250 (SM490B)

   2-Rib  PL   177.5×22× 280 (SM490A)

   4-TCB  M22× 105L           (S10T)(2W)

  24-TCB  M24× 155L           (S10T)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Spl  PL   210  ×28×1230 (SM490B)

   2-Base PL   200  ×28× 250 (SM490B)

   2-Rib  PL   177.5×22× 280 (SM490A)

   4-TCB  M22× 105L           (S10T)(2W)

  24-TCB  M24× 155L           (S10T)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Spl  PL   210  ×28×1230 (SM490B)

   2-Base PL   200  ×28× 250 (SM490B)

   2-Rib  PL   177.5×22× 280 (SM490A)

   4-TCB  M22× 105L           (S10T)(2W)

  24-TCB  M24× 155L           (S10T)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Spl  PL   210  ×28×1230 (SM490B)

   2-Base PL   200  ×28× 250 (SM490B)

   2-Rib  PL   177.5×22× 280 (SM490A)

   4-TCB  M22× 105L           (S10T)(2W)

  24-TCB  M24× 155L           (S10T)

F.P F.P

F.PF.P

R25

R25

      4)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      5)特記なきスカーラップは全てR35とすること。

      6)指示なき溶接は完全溶け込み溶接とする。

11 11

1111

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

P1橋脚(A1側) 水平力分担構造図(その２)

10/24

小古曽橋耐震補強工事



小古曽橋　P1橋脚(A1側)　水平力分担構造図（その3） S=1:10

フィラープレート詳細図
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50
5
0

1
00

50 95 120

1230

95 85 5095 150 85 120 12-φ26.5孔95 9595

50
5
0

1
00

790

95 120 5095 95 95 8-φ26.5孔50 9595

790

95 95 5095 95 95 8-φ26.5孔50 12095

390

85 5050 85 120 4-φ26.5孔

390

85 5050 120 85 4-φ26.5孔

50
5
0

1
00

50
5
0

1
00

5
0
50

10
0

5
0
5
0

10
0

5
0
50

10
0

G2(G1側)・G3(G2側)

G2(G3側)・G3(G4側)

50 120 85

1230

95 120 5085 95 95 95 12-φ26.5孔150 9595

2
3 22 23 23

2
3222
32
3

2
3

2
3 2
2

2
3

2
2

2
22
3

2
3

2
2

2
3

2
2

23
2
32
2

2
2

2
2

 1基あたり(製作数：1)

   1-Fill  PL   100×23×1230 (SS400)

 1基あたり(製作数：2)

   1-Fill  PL   100×23×1230 (SS400)

 1基あたり(製作数：2)

   1-Fill  PL   100×23×1230 (SS400)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Fill  PL   100×23× 390 (SS400)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Fill  PL   100×23× 790 (SS400)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Fill  PL   100×23× 790 (SS400)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Fill  PL   100×22× 390 (SS400)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Fill  PL   100×23×1230 (SS400)

フィラープレート

添接板

フィラープレート

TYPE-1

TYPE-2

主桁補強材

フィラープレート、添接板取付詳細図

      4)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      5)特記なきスカーラップは全てR35とすること。

      6)指示なき溶接は完全溶け込み溶接とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

P1橋脚(A1側) 水平力分担構造図(その３)
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25

※　1-ワッシャー φ260(φ109)×25t(SS400)

φ109

φ260

φ171

φ260

1-スペーサー φ260(φ171)×30t(ゴム)

30

150

1-割りピン φ13x150L(SUS304)

26

2
5

※　1-ナット(一種) M100 (SS400)

145 80

1
2

1-ワッシャー　M27(SS400)1-ナット(1種) M27(SS400) 1-ナット(3種) M27(SS400)

41 22 41 16 4.5φ30

φ50

小古曽橋　P1橋脚(A1側)　水平力分担構造図（その4） S=1:10

鋼製架台詳細図 台座調整モルタル詳細図 アンカーボルト詳細図

φ39

D29

削
孔

長
4
45

10

4
3
5

13
5

5
70

台座調整モルタル

エポキシ樹脂注入

アンカーボルトD29×570L

(M27ネジ切り L=135)

1-アンカーボルト D29(M27)×570L(SD345)

435

570

135

D2
9

M27

M100

めねじ加工

60
6
0

1
45

41
0

60 145

120

145 60

410

170 120

8-φ32孔

1
2
0

1
20

17
0

1
4
5

3
8

6
7

1
0
5

51
0

50

510

410 50

50
5
0

41
0

3
5

 1基あたり(製作数：4)

   1-Base PL   410× 38× 410 (SM490B)

   1-     PL   170×105× 170 (SM490C)

   8-アンカーボルト D29×570L (SD345)

   8-ナット(1種)  M27         (SS400)

   8-ナット(3種)  M27         (SS400)

   8-ワッシャー   M27         (SS400)

アンカーボルト取付詳細図

6
21

60°

緩衝ピン詳細図

※　1-緩衝ピン　φ105×330L(S45CN)

緩衝機能層外面保護層

（ ゴ ム ） 繊維の引張強度:156.7N/mm

繊維枚数:26枚
内部鋼板

M100 M100

92

80

330

154

72 166

80

φ
1
05

φ
1
70

26

 1基あたり(製作数：6)

φ13

10
55

37
.5

スペーサー φ260(φ171)×30t(ゴム)

ワッシャー φ260(φ109)×25t(SS400)

ナット(一種) M100(SS400)

割りピン φ13×150L(SUS304)

緩衝ピン  φ105×330L(S45CN)

緩衝ピン取付詳細図

      4)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      5)特記なきスカーラップは全てR35とすること。

      6)指示なき溶接は完全溶け込み溶接とする。

      7)鋼製架台の表面処理は、溶融亜鉛めっき（JIS H 8641）とする。

        取付金具類の膜厚はHDZT77とする。

        アンカーボルト類の膜厚はHDZT49とする。

        緩衝ピン類は、※印の部材に溶融亜鉛めっきを施すものとし、膜厚はHDZT49とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

P1橋脚(A1側) 水平力分担構造図(その４)
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小古曽橋　P1橋脚(A2側)　水平力分担構造図（その5） S=1:10

上部工取付金具詳細図

G2(G1･G3側)・G3(G2･G4側)

40 120 80

40

950

4
0

80 80 4080

80

150 80

3
8
0

608

1558

10-φ24.5孔

60
0

14
0

12080

1348 140 70

1558

39
0

1
4
0

60
0

7
0

942.5

3
6

R7
0

R140

 1-Top  PL   600×36×1558 (SM490B)(Net:48%)

 1基あたり(製作数：4)

      4)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      5)特記なきスカーラップは全てR35とすること。

      6)指示なき溶接は完全溶け込み溶接とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

P1橋脚(A2側) 水平力分担構造図(その５)
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小古曽橋　P1橋脚(A2側)　水平力分担構造図（その6） S=1:10

主桁補強材詳細図

G2(G1側) G2(G3側)

G3(G2側) G3(G4側)

添接板詳細図

4
0

4
0

90

40 120 80

950

80 80 4080 80 150 120 20-φ24.5孔

1
7
0

22

80

4
0

40
9
0

1
70

3
5.

5

40 120 80

88

80 80 4080 150 80

88

520

120 20-φ24.5孔

950

25 725 25

70 360

80
90

80

4
0

40
901
70

3
5.

5

40 120 80

88

80 80 4080 150 80

88

120 20-φ24.5孔

950

25 725 25

80

4
0

40
901
70

3
5.

5

40 120 80

88

150 80 4080 80 80

88

360

120 20-φ24.5孔

950

25 725 25

70 520

8
0

9
0

80

4
0

40
9
0

1
70

3
5.

5

40 120 80

88

150 80 4080 80 80

88

120 20-φ24.5孔

950

25 725 25

80

40 120 40

50
5
0

1
50

2
50

40 120 40 8-φ24.5孔 40 120 40

50
5
0

1
50

2
50

40 120 40 8-φ24.5孔

40 120 40
5
0

5
0

1
5
0

2
5
0

40 120 40 8-φ24.5孔40 120 40

87.5

200

25

87.5

5
0

5
0

1
5
0

2
5
0

40 120 40

87.5

200

25
87.5

550

8-φ24.5孔

20 130 20

35.5 170

28 157.5 20 15C

20
2
10

2
50

2
2

20
28

0

2
0

R20

20 130 20

35.5 170

28 157.5 20 15C

20
2
10

2
50

2
2

20
28

0

2
0

R2
0

20 130 20

35.5 170

28 157.5 20 15C

2
0

2
1
0

2
5
0

22
20

2
80

20

R2
0

20 130 20

35.5 170

28 157.5 20 15C

2
0

2
1
0

2
5
0

22
20

2
80

20

R2
0

 1基あたり(製作数：1)

   1-Spl  PL   170  ×22× 950 (SM400A)

   2-Base PL   200  ×28× 250 (SM400A)

   2-Rib  PL   157.5×25× 280 (SM400A)

   4-TCB  M22× 105L           (S10T)(2W)

  20-TCB  M22× 115L           (S10T)

 1基あたり(製作数：4)

   1-Spl  PL   170×22× 950 (SS400)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Spl  PL   170  ×22× 950 (SM400A)

   2-Base PL   200  ×28× 250 (SM400A)

   2-Rib  PL   157.5×25× 280 (SM400A)

   4-TCB  M22× 105L           (S10T)(2W)

  20-TCB  M22× 115L           (S10T)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Spl  PL   170  ×22× 950 (SM400A)

   2-Base PL   200  ×28× 250 (SM400A)

   2-Rib  PL   157.5×25× 280 (SM400A)

   4-TCB  M22× 105L           (S10T)(2W)

  20-TCB  M22× 115L           (S10T)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Spl  PL   170  ×22× 950 (SM400A)

   2-Base PL   200  ×28× 250 (SM400A)

   2-Rib  PL   157.5×25× 280 (SM400A)

   4-TCB  M22× 105L           (S10T)(2W)

  20-TCB  M22× 115L           (S10T)

F.P

F.P

F.P

F.P

F.P

F.P

F.P

F.P

R35

R35

      4)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      5)特記なきスカーラップは全てR35とすること。

      6)指示なき溶接は完全溶け込み溶接とする。

87.5

200

25

87.5 87.5

200

25
87.5

550

87.5

200

25

87.5 87.5

200

25
87.5

550

87.5

200

25

87.5 87.5

200

25
87.5

550

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

P1橋脚(A2側) 水平力分担構造図(その６)
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小古曽橋　P1橋脚(A2側)　水平力分担構造図（その7） S=1:10

フィラープレート詳細図

G2(G1側) G2(G3側)

G3(G2側)

TYPE-1 TYPE-1

TYPE-1

TYPE-2

TYPE-2

4
0
40

40 120 80

950

150 80 4080 80 80 120 10-φ24.5孔

8
0

80

G3(G4側)

TYPE-1

520

40 80 4080 80 120 6-φ24.5孔80

4
0
4
0

40 120 80

950

80 80 4080 80 150 120 10-φ24.5孔

80

80

360

80 4040 80 4-φ24.5孔120

4
0
4
0

80

4
0
4
0

80

4
0
40

8
0

4
0
40

8
0

360

80 4040 120 4-φ24.5孔80

520

40 80 40120 80 80 6-φ24.5孔80

4
0
40

40 120 80

950

150 80 4080 80 80 120 10-φ24.5孔

8
0

80

40
4
0

40 120 80

950

80 80 4080 80 150 120 10-φ24.5孔

80

80

G2(G1側)・G3(G2側)

G2(G3側)・G3(G4側)

1
4

1
4 1
3

1
2

1
2141
3

14

13 13 13 1
3

1
31
3

1
3

1
3

13 1
3 13 1
3

131
31313

 1基あたり(製作数：1)

   1-Fill  PL    80×14× 950 (SS400)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Fill  PL    80×14× 520 (SS400)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Fill  PL    80×13× 360 (SS400)

 1基あたり(製作数：2)

   1-Fill  PL    80×13× 950 (SS400)

 1基あたり(製作数：2)

   1-Fill  PL    80×13× 950 (SS400)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Fill  PL    80×14× 950 (SS400)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Fill  PL    80×13× 520 (SS400)

 1基あたり(製作数：1)

   1-Fill  PL    80×14× 360 (SS400)

フィラープレート

添接板

フィラープレート

TYPE-1

TYPE-2

主桁補強材

フィラープレート、添接板取付詳細図

      4)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      5)特記なきスカーラップは全てR35とすること。

      6)指示なき溶接は完全溶け込み溶接とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

P1橋脚(A2側) 水平力分担構造図(その７)
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小古曽橋　P1橋脚(A2側)　水平力分担構造図（その8） S=1:10

1-ナット(3種) M24(SS400)

1-アンカーボルト D25(M24)×505L(SD345)

1-ワッシャー　M24(SS400)1-ナット(1種) M24(SS400)

375

505

130

D2
5

M24

36 19 36 14 4.5φ26

φ44

鋼製架台詳細図 台座調整モルタル詳細図 アンカーボルト詳細図 緩衝ピン詳細図

φ35

D25

削
孔

長
3
8
5

1
0

37
5

13
0

5
05

台座調整モルタル

エポキシ樹脂注入

アンカーボルトD25×505L

(M24ネジ切り L=130)

50
5
0

13
0

23
0

50 250

115

50

350

M68

120 115

めねじ加工

4-φ28孔

55
5
5

12
0

28
7
2

1
00

33
0

50

450

350 50

5
0

5
0

23
0

49

 1基あたり(製作数：4)

   1-Base PL   230× 28× 350 (SM490B)

   1-     PL   120×100× 120 (SM490C)

   4-アンカーボルト D25×505L (SD345)

   4-ナット(1種)  M24         (SS400)

   4-ナット(3種)  M24         (SS400)

   4-ワッシャー   M24         (SS400)

アンカーボルト取付詳細図

6
13

60°

※　1-緩衝ピン　φ70×245L(S45CN)

緩衝機能層外面保護層

（ ゴ ム ） 繊維の引張強度:156.7N/mm

繊維枚数:14枚
内部鋼板

M68 M68

67

55

245

114

52 126

60

φ
7
0

φ
1
10

20

φ10

 1基あたり(製作数：4)

※　1-ナット(一種) M68 (SS400)

54100

φ74

※　1-ワッシャー　φ190(φ74)×19t (SS400)

φ190

19

1-割りピン φ10x100L(SUS304)1-スペーサー φ190(φ111)×30t (ゴム)

φ111

φ190

30

1
9

10020

1
0

1
0

3
6

2
8

スペーサー φ190(φ111)×30t(ゴム)

ワッシャー φ190(φ74)×19t(SS400)

ナット(一種) M68 (SS400)

割りピン φ10×100L(SUS304)

緩衝ピン  φ70×245L(S45CN)

緩衝ピン取付詳細図

      4)施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切らないようにすること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて各構造の応力計算を行うこと。

      2)緩衝ピンのピン本体形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じてピン本体の応力計算を行うこと。

      3)緩衝ピンの緩衝部の形状は、現地再調査の上、最終決定すること。

        寸法を変更する場合は必要に応じて緩衝部の応力計算を行うこと。

      1)鋼材加工及びブラケットの取付位置等は、現地再調査の上、最終決定すること。

      5)特記なきスカーラップは全てR35とすること。

      6)指示なき溶接は完全溶け込み溶接とする。

      7)鋼製架台の表面処理は、溶融亜鉛めっき（JIS H 8641）とする。

        取付金具類の膜厚はHDZT77とする。

        アンカーボルト類の膜厚はHDZT49とする。

        緩衝ピン類は、※印の部材に溶融亜鉛めっきを施すものとし、膜厚はHDZT49とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

P1橋脚(A2側) 水平力分担構造図(その８)
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1-PL 440x28x500(SM490YB)

1-PL 600x 9x660

1-PL 363x22x470

1-PL 130x22x180(SM490A)

1-PL 180x22x290(SM490A)

2-PL 123x22x340

2-PL 300x22x353

2-PL  78x22x353

8
5

1
1
0

11
0

85

45
4
5

120

ブラケット詳細図

φ
63

注記）

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.特記なきスカーラップは全て35Rとする。

8-φ18孔

30-φ24.5孔

4-TCB M22x120（S10T）

6-TCB M22x125（S10T）[+1W]

20-TCB M22x 65（S10T）

1 1

ブラケット1基当り(製作数：8基)

ブラケット2基当り(全4セット)

120 115

40 45

FP
7

FP

7

FP

7

FP

FP区間

4.部材は主桁と同等以上の防錆塗装を施すものとする。

3.工場製作は現場実測確認のうえ行うものとする。

5.  の高力ボルトは頭部側にも座金を用いるものとする。

S=1:10

2 - 2

3 - 34 - 4

1 - 1

平面図 断面図

断面図側面図

G4G1 G4G1

G4G1

既設H.STIFF

80 440 80

8
0

5
00

80
9

2
8

9 2
8

99
9

7

落橋防止ケーブル 422kNP1

G4

G3

G2

G1

配置図 S=1:200

M F

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

P1橋脚 落橋防止構造図(その１)

小古曽橋　P1橋脚落橋防止構造図(その1)
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S=1:10小古曽橋　P1橋脚落橋防止構造(その2)

本連結ケーブル 422kN　 3152mm

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

(マンション)

(ガイドパイプ)

個 2

本 2

422kN用 2ナット

止めプレート

スプリング

緩衝具

偏向具

保護キャップ

422kN用

422kN用 L=450

422kN用

422kN用

422kN用

個

個

個

個

個

組

2

2

2

2

2

M16x50 1W付 本 16(取付ボルト)

取付詳細図

A-A断面図 S=1:2

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
(ポリエチレン)

保護キャップ
(ポリエチレン)

ナット
(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング
(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

連結ケーブル

422kN用 標準

422kN用 600mm65

5012150

3152

4519300693

連結ケーブル(422kN) 偏向具 緩衝具

スプリング

止めプレート

ナット

マンション

保護キャップ

連結ケーブル全長　L=3152

900 900

φ
48

600

200

300 300600

200

ガイドパイプ

(ポリエチレン)

PC鋼より線

(1xφ20.3)

被覆材

(ポリエチレン樹脂)

ガイドパイプ

(ポリエチレン)

保護チューブ

(t=2)

保護チューブ

(t=2)

マンション

(SCM435)

マンション

(SCM435)

28.3

20.3

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

PC鋼より線

(1xφ20.3)

被覆材

A

A

75 45

86
.5

六角穴付止めねじ

(M10)

120 19

8

5
5

6
9

12
0

450

φ
66

φ
1
5
5

（製作長）

φ8

190 19 50

5
5

15
7

19
0

8

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

80

130

13
5

17
8

178

8-M16(深さ25)

(インサート)

分割位置

15C

2550 505025

23
0

組立て全長　L=590

440

200

φ
68

200

25

取付部キャップ部

ビス止め位置 ビス受け孔

外ねじ加工
(組立高さ段階調整用)

内ねじ加工

全4組

65

501

45 19 300 69 3

偏向具緩衝具

スプリング

止めプレート

ナット

マンション

保護キャップ

PC鋼より線,ポリエチレン被覆

SCM435;ねじきり標準　<ケーブルに組込>

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)

ポリエチレン　<ケーブルに組込>

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;8-止めビス付

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付

落橋防止ケーブル 422kNP1

G4

G3

G2

G1

配置図 S=1:200

M F

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

津市安濃町戸島地内

令和６年度北橋維補継第１号

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間

注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

P1橋脚 落橋防止構造図(その２)
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0
0
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0

1
8
00

19
0
0

1
80

0

RC巻立て

t=300mm t=300mm

RC巻立て RC巻立て

t=300mm t=300mm

RC巻立て

正 面 図

平 面 図

側 面 図

300

3
0

30

1
00

S=1:20a部詳細図

シール材　

補強部既設部

特記事項

・使用鉄筋はSD345とする。

・コンクリートの打設時は、既設コンクリート面を湿潤状態にする事。

・新旧コンクリート境界面は全て下地処理を行う事。

・施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸法を再確認する事。

・アンカー削孔箇所は鉄筋探査を行い既設鉄筋を損傷させない事。

・巻立て部のコンクリートの設計基準強度は24N/mm2とする。

2.00%

S=1:50小古曽橋　P1橋脚補強構造図

3503500350 3501200350

50505050

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

令和６年度北橋維補継第１号

津市安濃町戸島地内

P1橋脚　補強構造図
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S=1:50小古曽橋　P1橋脚補強配筋図(その1)

特記事項

・使用鉄筋はSD345とする。

・コンクリートの打設時は、既設コンクリート面を湿潤状態にする事。

・新旧コンクリート境界面は全て下地処理を行う事。

・施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸法を再確認する事。

・アンカー削孔箇所は鉄筋探査を行い既設鉄筋を損傷させない事。

・巻立て部のコンクリートの設計基準強度は24N/mm2とする。

1-1 2-2

正面図

3-3 4-4

側面図

かぶり詳細図 S=1:20

既設コンクリート

90 210

300

巻立てコンクリート

チッピング処理

主鉄筋 D51

帯筋 D22

既設底版上面

162.5

A部詳細図

既設部

52組立鉄筋 D13 L=210

組立て用アンカー詳細図

300

φ
18

M12

既設部表面チッピング処理

コンクリートアンカー

52

1
00A

210

コンクリートアンカー

M12

S=1:10

20

S=1:2

補強部

組立てアンカー

D13

(参考)

※組立アンカーは既設橋脚表面に対し、

　　1m2あたり1本程度配置する。

20

主鉄筋 D51

帯筋 D22

90

アンカー削孔詳細図 S=1:20

既設底版

D51

削孔径
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210 715 9x125=1125

300 1750 1750 300

21090

4100

210 690

300 1200 300

90 210

1800

3C D22 3C D22

1C D51

2-1C D51 2-1C D51

1C D51

2-1C D51

1C D51

5 5

1
00

2-2C D51 2-2C D51 2-2C D51

G G

GG

20
0
0

1000 1163

938

250x90x9x13 (SS400)

L = 1700

20
0
0

中間貫通PC鋼棒 φ32

B種1号（SBPR 930/1080）

L = 1688

250x90x9x13 (SS400)

L = 1700

1
80

0

350 3500 350

1
80

0

350 1200 350

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

令和６年度北橋維補継第１号

津市安濃町戸島地内

P1橋脚　補強配筋図(その１)
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S=1:50小古曽橋　P1橋脚補強配筋図(その2)

フレアー溶接詳細図

10･D
20

L

D

D a

S

D

主鉄筋

A - A

D22 11.0260 5.6

鉄筋径 D L ビート幅 S のど厚 a

A

A

帯鉄筋

20

フレアー溶接箇所

(86)

(86)

( )内数字はフレアー溶接箇所を示す。

C 1 D51 6500 36 15.900 103.35 3721

C 2-1 D51 6000 34 15.900 95.40 3244

C 3 D22 4850 86  3.040 14.74 1268

D22 1268 kg

D51 7787 kg

総質量 9055 kg

径

筋

(mm)

鉄

符  号 １本当り質量

(kg)

表

本数 単位質量

(mm) (kg/m)

長　さ 質　量 摘     要
(kg)

(86)

6
4
94

60
0
0

10
30

36
-D

5
1x

6
50

0
C

1

34
-D

5
1x

6
00

0
C

2-
1

G

1
5
14

C 2-2 D51 1520 34 15.900 24.17 822

3
4-

D
51

x1
5
20

C
2
-2

<34>

圧接箇所

< >内数字は圧接箇所を示す。

<34>

<34>

特記事項

・使用鉄筋はSD345とする。

・コンクリートの打設時は、既設コンクリート面を湿潤状態にする事。

・新旧コンクリート境界面は全て下地処理を行う事。

・施工にあたっては、現地計測を実施して既設構造寸法を再確認する事。

・アンカー削孔箇所は鉄筋探査を行い既設鉄筋を損傷させない事。

・巻立て部のコンクリートの設計基準強度は24N/mm2とする。
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フレアー溶接

フレアー溶接

7
51

4

1163100010001037

中間貫通PC鋼棒 φ32

B種１号（SBPR 930/1080）

L = 1688

中間貫通削孔詳細図S=1:10PC鋼棒定着部詳細図

350

260 90

212.5

 

12

 

 

49

4.5 

32

90

2
50

既設コンクリート

コンクリート表面処理工

RC巻立て

帯鉄筋　D22@150

主鉄筋　D51@125

溝形鋼

250x90x9x13（SS400）

PC鋼棒用ナット M33

支圧板

165x32x165（SS400）

孔径　φ36

中間貫通PC鋼棒 φ32

B種1号（SBPR 930/1080）

削
孔

径
（

D+
1
0)

4
2

φ
3
2

鋼
棒

径
(D

)

9

PC鋼棒用ワッシャー M33

アンカー工　削孔

（エポキシ樹脂注入）

350 削孔長1200 350

既設柱

削
孔

径

φ
4
2

106

1
2
5

1
25

1
2
5

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

図面番号図示縮　　　尺

事業所名

※この図面はＡ１サイズを原寸とする

津市建設部津北工事事務所

令和６年度北橋維補継第１号

津市安濃町戸島地内

P1橋脚　補強配筋図(その２)
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施工計画全体平面図
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570014300

大型土のう
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16
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1
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3
65
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P1 A2

至:芸濃 至:久居

オープン掘削

(2段積)

7000

40
00

2150
0

18500

11000

(3段積)

4000

(1段
積)

4000

(3段
積)

2000

(2段
積)

4000

(4段
積)

5000
(3段

積)
5000
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※1…進入路は、市道から施工ヤード基面までの高低差を5.0mとし、工事用道路勾配:15.0%以下

　　 となるよう擦り付け行うこととする。 

進入路

掘削および進入路設置図

1
10

0
0

平面図

(参考)

※3…池底であるため、掘削においては法面安定のため現地の地盤状況を十分に確認の上、

　　 掘削作業を行うこと。必要であればブルーシートなどで法面保護を行うこととする。 

ブルーシート

※3

バックホウ:0.45m3
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掘削及び進入路設置図

23/24

5200

1800

P1

4
10

0
7
50

0

66
00

F M

14300

3650 7200 3450

1000 5700

52
5
0

33
50

至:久居至:芸濃

A1

M F

土のう制作・設置

床掘工

進入路・機材搬入

鉄筋加工・組立工

型枠設置工

コンクリート打設工

型枠撤去工

足場撤去工

埋戻・大型土のう撤去
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※2…既設道路と進入路との交差部にガードレールが設置されているため、進入路設置に際して

　　 は一時的に撤去し、工事完了後に再設置とする。 

※
2
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